
19 広報さかわ　R3.3 18広報さかわ　R3.3

ボタニカルニュース ～牧野公園情報～

問 チーム佐川推進課 　 電話 22-7740

～まちの植物情報～

◇みなさんお待ちかね！！
牧野博士も大好きな桜の季節です♪
( ※博士が大好きなお花はたくさんあります。)
現在牧野公園では約 25 種類の桜が植栽されていま

す。2月上旬に開花する熱海寒桜を皮切りに、4月半
ばまで様々な種類が楽しめます。ピンク、白、八重、
しだれ、みなさんはどんな桜が好きですか？他にも
様々な花が咲き、牧野公園が一番賑やかになる時期
を迎えます。密を避けてお花見してくださいね♪
佐川駅から徒歩圏内にある《和楽園》の桜やハナ

モモもおすすめですよ♪

◆ 地域の宝「バイカオウレン」♪
牧野博士がこよなく愛したと言われるバイカオウレンは、牧野公園以外にも

地域や個人で大切に守り育てている方々がいます。いくつかご紹介します。

次世代にも引き継がれる
バイカオウレン

加茂地区では、加茂の里づくり会を中
心にバイカオウレンのお手入れが行われ
ていますが、昨年度から加茂中学校の 3
年生も授業の一環として作業をお手伝い
しています。今年度は、整備のために集
められた募金のお礼としてお渡しする
バッジを生徒たちが制作し、加茂の里づ
くり会に贈呈しました。

大きな丸太も有志が協力して整理しました。
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川柳・俳句・短歌を広報さかわに掲載してみませんか？
※ 5月号への掲載を希望される方は4月 1日（木）まで
投稿方法：氏名・住所・電話番号と、川柳・俳句・短歌のいずれの部門かをご記入のうえ封書やはがき、ファックスにてお送りく
ださい。応募多数の場合は抽選により掲載します。
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お手入れによって広がる
仲間の環

はなもりC-LOVE のメンバーが所有する
個人のお山では、毎年可憐なバイカオウレン
が花を咲かせます。このお山では、有志たち
も加わり何年もかけて開拓され、少しずつお
手入れが進んできました。作業の後は、手作
りのおいしいご飯をみんなで一緒に食べて、
交流を深めています。

個人 
の山

生徒がアイデアを出し合って
制作したオリジナルバッジ。
開花期間中には、集落活動セ
ンター加茂の里に設置された
募金箱に募金をすると 1つも
らえます。
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